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書式 8  記載例  

受験資格認定申請書 
 2020 年２月１５日 

日本小動物外科専門医資格審査委員会 御中 
 
 わたくしは日本小動物外科専門医認定試験の受験に際して、下記の通り申請しますので、

受験資格の認定をお願いいたします。 
 
1. 小動物臨床経験年数（2012 年 4 月 1 日～至る現在、期間（9 年 10 ヵ月）） 
2. 麻酔の研修期間・時間数・症例数 

2018 年 4 月 1 日〜2020 年 1 月 31 日・80 時間・40 症例 
3. 画像診断の研修期間・時間数・症例数 

2018 年 4 月 1 日〜2020 年 1 月 31 日・80 時間・50 症例 
4. 病理の研修期間・時間数・症例数 

2018 年 4 月 1 日〜2020 年 1 月 31 日・80 時間・48 症例 
5. 内科の研修期間・時間数・症例数 

2018 年 4 月 1 日〜2020 年 1 月 31 日・80 時間・20 症例 
6. 緊急手術の症例数（期間） 

2018 年 4 月 1 日〜2020 年 1 月 31 日・12 症例 
7. 小動物外科経験年数（期間・症例数） 

2018 年 4 月 1 日〜2020 年 1 月 31 日・450 症例 
8. 手術経験数 

担当数 執刀数   
軟部組織外科 150 例 60 例 
 消化器       30  16  
 泌尿器        30  12 
 腹腔        15   6  
 頭頸部       25  10 
 胸部       15   6  
 皮膚・形成  25  10 
 
整形・神経外科   150 例 60 例 
 骨接合        50  20  
 関節        65  26 
 神経       35  14  
 
その他       100  40  
総計  400 例 160 例  
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9．論文数：英文原著０編、英文短報・症例報告１編 

和文原著１編、和文短報・症例報告１編  
その他の論文数１編  

10．所属学会と参加実績 
日本獣医麻酔外科学会、日本獣医学会、日本獣医がん学会、○〇〇○獣医師会 
11．学会発表数 7 回  
 

1. ○○○○、△△△△ 「□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□について

の検討」第 90 回獣医麻酔外科学会 2015 年 6 月（さいたま市） 
2. ○○○○、△△△△ 「□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□を認めた

ミニチュアダックスフンドの 1 例」 2019 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大

会. 2016 年 2 月（秋田市） 

3. ○○○○、△△△△ 「□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□の犬の 1

例」 第 89 回獣医麻酔外科学会. 2014 年 12 月（大阪市） 

4. ○○○○、△△△△ 「□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□の検討」 

第 88 回獣医麻酔外科学会. 2014 年 6 月（さいたま市） 

5. ○○○○、△△△△ 「□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□を実施し

た犬の 1 治験例」 第 87 回獣医麻酔外科学会. 2014 年 1 月（仙台市） 

6. ○○○○、△△△△ 「□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□の 1 例」 

第 34 回動物臨床医学会年次大会. 2013 年 11 月（大阪市） 

7. ○○○○、△△△△ 「□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□の犬 1 例」 

平成 24 年度日本小動物獣医学会（近畿）2012 年 10 月（大阪府） 

 
12．招待講演数 ３回  

1. 「〇〇〇〇外科の基礎」 ○○県小動物臨床研究会 教育講演 2015 年 12 月

（○○市） 

2. 「○○ガイドラインを考える」 第 35 回動物臨床医学会年次大会. パネルディ

スカッション 2014 年 11 月（大阪市） 

3. 「〇〇〇〇の診断と外科治療」.第 90 回獣医麻酔外科学会 レジデントフォー

ラム 2015 年 6 月（さいたま市） 

 
申請者氏名  ○○ ○○     印 
所属 ○○大学 獣医臨床センター 
TEL  **-****-**** 、FAX  **-****-**** 
E-mail  ○○○○＠△△△.com  
 
 
 
 
 
 


